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平成２６年度
福岡県国民保護共同実動訓練

（Ｈ２７．１．２０）
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福岡県国民保護共同実動訓練

１．実施日時 平成２７年１月２０日（火） １１：３０～１５：００

２．訓練想定
福岡市地下鉄橋本駅に到着した電車内において、化学剤（サリン）が散布され、多数

の死傷者が発生する。その後、犯行グループは、駅に隣接する大型商業施設に対する
爆破を予告する。

３．主な訓練会場
①福岡市地下鉄橋本駅・・【初動対処訓練、除染・応急救護訓練、被災者搬送訓練等】
②医療機関 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【被災者受入・医療救護訓練、遺族支援訓練】
③福岡市立西体育館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【避難所運営訓練】
④福岡県庁、総理大臣官邸・・・【テレビ会議、合同対策協議会運営訓練】

４．参加機関 ４３機関、１，００１人

５．訓練の特徴

○地下鉄駅を使用し、化学剤散布を想定した国民保護共同実動訓練

○活動エリアが限られた中での被災者の救助、除染
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１３：２５ 事態認定

１１：３０ サリン散布事案発生

１２：４０ 駅隣接大型商業施設
爆破予告

１４：４０ 合同対策協議会
（ＴＶ会議）

福岡県庁
１４：４０～１５：００

①ＴＶ会議
②合同対策協議会九州医療センター

（医療機関）
１２：３５～１４：３０

①負傷者受入
②医療救護
③遺族支援等

福岡市立西体育館
（避難所）

１２：２０～１４：３０
①被災者受入
②ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽｹｱへの配慮
③給食 等

Ｈ

地下鉄橋本駅
（発災現場、現地調整所）

１１：３０～１４：３０

①初動対処
②除染、応急救護
③被災者搬送
④現地調整所運営 等

福岡赤十字病院
（医療機関）

１２：４０～１４：３０
①負傷者受入
②医療救護

自衛隊福岡病院
（医療機関）

１２：５５～１４：００
①負傷者受入
②医療救護

福岡大学病院
（医療機関）

１２：２５～１４：３０
①負傷者受入
②医療救護

　　　 福岡訓練 ①訓練内容と訓練実施場所
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　　　 福岡訓練 ②初動時における対応

○ 地下鉄車内において化学剤散布事案が発生→鉄道事業者による初期対応

地下鉄車内などでテロ等が
発生した場合、被災者の安全
確保・救出等には鉄道事業者
の役割が重要。

→乗務員による初期対応

→駅職員による避難誘導等 駅務員による
避難誘導

乗務員による報告
駅職員による
被災者対応

○ 複数階層施設における検知、ゾーニング

地下鉄や地下街が災害現
場の場合には、地上への出
入口及び通気口等が多数
存在。化学剤拡散の可能性
を考慮した危険区域等の設
定が必要。

→施設構造等の確認

→化学剤流出の可能性の
ある場所の検知

施設構造等の
情報提供

地上から検知・
ゾーニング

通気口等周辺
検知
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　　　 福岡訓練 ③活動エリアが限られた中での実動機関の連携

○ 各実動機関が連携した除染、救出・救助活動

活動エリアが限られた環境において、除染、救出・救助活動を効率的に実施するために
は、各機関の連携が重要。

→各機関が連携した被災者等除染

→各機関が連携した救出・救助の活動
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　　　 福岡訓練 ④資器材の有効活用と関係機関の連携

救護所の仕切り
（卓球台を利用）

各医療機関福岡市消防局 日本中毒情報センター

○ 迅速な避難所設営

避難所施設の備品等の活用に
より迅速な設営。

→備品の転用・活用
安否情報記入台
（卓球台を利用）

○ 関係各機関の情報共有

発
災
現
場

各
機
関

ＤＭＡＴ・ＢＣ災害支援アドバイザー現地調整所消防現場指揮本部
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　　　 福岡訓練 主な成果等

○主な成果

・ 複数階層施設（地下鉄、地下街）には地上への出入口、通気口等が多数存在するが、同所か
ら化学剤等が拡散する可能性を考慮したＮＢＣ検知、検知結果等に基づく危険区域等設定の要
領について確認することができた。

・ 活動エリアが限られた環境における被災者の救出・救助等に関して、各機関の態勢、資機材
等を勘案した適切な役割分担及び状況に応じた臨機応変な現場対応の要領を確認することがで
きた。

・ 日本中毒情報センターと消防及び医療機関間の情報連絡、ＢＣ災害支援アドバイザーからの
助言等、専門機関（専門家）の意見を反映した現場活動を実施することにより、化学剤を用い
たテロ災害等が発生した場合には、安全管理や応急救護・医療処置の観点から専門機関（専門
家）との情報交換が重要であることを確認することができた。

・ 避難所の開設に当たっては、避難所となる施設の備品等を有効活用することにより、迅速な
避難所設置が可能であり、また、被災者保護に必要な救援物資（アルミ素材の保温シートや簡
易エアマット）が有用であることを確認することができた。

15

013746
ハイライト表示

013746
ハイライト表示

013746
ハイライト表示



　　　 福岡訓練 主な成果等

○今回の訓練で把握された課題とその対応

・ 化学剤を用いたテロ災害等の発生現場における安全管理（呼吸防護、ゾーニングの境界等）
が一部徹底されていなかった。訓練を通じて徹底を図る必要がある。

・ ロールプレイング方式の訓練であるため、全体的にシナリオどおりの行動をとることが中心
となってしまい、現場状況や現場情報の真偽の確認等、真にプレーヤーが考え判断を下す場面
が少なかった。練度に応じ、ブラインド要素を取り入れた訓練の実施を検討する必要がある。

○対処能力の向上に向けた今後の留意事項

・ 化学剤を用いたテロ災害等が発生した場合には、消防、警察、自衛隊、医療チーム等の関係
機関相互の連携が非常に重要であり、救出・救助、除染から医療機関への搬送に至る一連の活
動がより一層円滑に行えるよう、更なる訓練を通じて、関係機関相互の連携・役割分担のあり
方などを検証し、習熟を図る必要がある。
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平成２５年度
青森県国民保護共同実動訓練

（Ｈ２５．１１．７）
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　　　 青森県国民保護共同実動訓練

１．実施日時  平成２５年１１月７日（木）  １１：３０～１５：３０ 

２．訓練想定
   イベント開催中の弘前市運動公園において、放射性物質「セシウム１３７」を含んだ 

爆発物（ダーティボム）が爆発し、多数の死傷者が発生する。

３．主な訓練会場
①弘前市運動公園・・・・・【初動対処、簡易除染・応急救護訓練、被災者搬送訓練等】
②医療機関 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【負傷者受入・医療救護訓練】
③青森空港 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）運営訓練】
④弘前市立東小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【避難所運営訓練】
⑤青森県弘前合同庁舎、総理大臣官邸・・・【テレビ会議、合同対策協議会運営訓練】

４．参加機関  ５６機関、１，１２９人 

５．訓練の特徴

○放射線危険区域等の設定

○寒さに配慮した被災者の救助

○広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）の設置・運営
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青森県立中央病院
（被ばく医療機関）

広域医療搬送

（放射線医学総合研究所へ）

青森空港
（ＳＣＵ）

弘前大学医学部附属病院
（被ばく医療機関）

弘前市運動公園

青森県弘前合同庁舎
（合同対策協議会）

弘前市立東小学校
（避難所）

弘前市立病院
（非被ばく医療機関）

11:30 ダーティボム爆発事案発生 

13:20  「緊急対処事態」認定 

　　　 青森訓練  ①訓練内容と訓練実施場所 
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　　　 青森訓練  ②初動時における対応

○ ゾーニング及び個人防護措置

  ダーティボム事案では、検
知結果に基づくゾーニングと
個人防護措置が重要。 

→ 消防による空間放射線量
率の測定・ゾーニング 

→ 専門機関の助言による個
人防護措置の決定 

ゾーニング陽圧式防護服による
ＮＢＣ簡易検知

簡易防護服による
救出救助活動

○ 寒さに配慮した被災者の救助

  寒さに配慮して、トリアージ
実施後の被災者の救護・除染
を屋内で実施。 

→  発災現場近傍施設の活用 
赤タグ対応エリア 黄タグ対応エリア 緑タグ等対応エリア
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　　　 青森訓練  ③Ｒテロ発生時における関係機関間の連携 

○ 専門機関との連携

  Ｒテロの被災者を収容する
医療機関や避難所の活動で
は、専門機関との連携が重要。 

→  治療方針に関する助言等 

→ スクリーニング等支援要
員の派遣、資機材の提供 

放医研からの助言等
（被ばく医療機関）

スクリーニング
などへの支援

（避難所）

スクリーニング・
医療処置への支援
（非被ばく医療機関）

警察・消防・自衛隊に
よる共同隊員除染所

救出救助 自衛隊ヘリによる
要員等の搬送

○ 活動機関相互の連携

  多数被災者発生時に限ら
れた人員・資機材で効率的
に活動するためには、活動
機関相互の連携が重要。 

→ 活動機関の連携による
救出救助活動 

→ ヘリによる要員・資機材
の搬送 
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　　　 青森訓練  ④広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）の運営

内部被ばくが強く疑われる患者を（独）放射線医学総合研究所（千葉県）へ搬送するため、
青森空港に広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）を設置し、患者の収容、航空搬送に備え
た医療処置などを実施。

ﾄﾘｱｰｼﾞ・ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ航空隊から消防隊への引継 患者の収容

自衛隊機への搬入安定化処置 放医研とのＷＥＢ会議
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○主な成果

・ 放射性物質を用いたテロ等による災害では、空間放射線量率の測定とゾーニングの実施による被
災者の救出救助をはじめ、搬送、医療機関・避難所への収容の各段階において、放射線被ばく管理
と放射性物質による汚染拡大防止が重要であることが認識できた。 

・ 寒さに配慮して、屋外（一時退避エリア）でトリアージ実施後、被災者を屋内（救護・除染エリア）に搬
送・誘導し、応急救護、簡易除染等を実施したが、被災者への配慮の必要性を再認識するとともに、
屋内施設を活用した対処のあり方について一案を得ることができた。 

・ 被ばく医療機関ではない医療機関において、放射線関係の専門機関（受入準備・スクリーニング）や
被ばく医療機関から派遣されたＤＭＡＴ（医療処置）の支援を受けつつ、放射性物質による汚染が疑
われる患者の受入・医療救護について演練できた。 

・ 広域搬送拠点臨時医療施設（ＳＣＵ）を青森空港に設置し、内部被ばくが強く疑われる患者の収容、
航空搬送に備えた医療処置を実施するなど、被ばく医療に係るＳＣＵの設置運営要領を確認できた。 

○今後の課題

・ 放射性物質を用いたテロ等による災害発生時には、発災現場のゾーニングや被災者の簡易除染を
的確に行うことが重要であることから、基本に忠実に実施できるよう習熟を図ることが必要 

・ 関係機関の協力のもとに運営する避難所において十分に情報の共有が図られるよう、避難所内の
運営本部の機能や情報伝達のあり方について更に検討することが必要 

　　　 青森訓練   主な成果と今後の課題  
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